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●はじめに 

ヤギ類は刺胞動物門花虫綱八放サンゴ亜綱に属し、

アカサンゴやモモイロサンゴなどの貴重サンゴを含

む動物群である。多くの種が水深 15m 以深の海底に

生息しており、近年のダイビングブームにより目に

触れる機会が増えたとはいえ、貴重サンゴを除いて

一般に人生との関わりのほとんどない動物群である

ため人々の関心は薄く、過去、現在を通して研究者

の数は非常に限られている。このためヤギ類の分布

や生態に関する知見は極めて乏しく、琉球列島海域

のヤギ類相について詳細な検討がなされている文献

は八重山群島西表島西部の崎山湾における調査報告

書（岩瀬 1990）が見られるのみである。 

今回、世界自然保護基金日本委員会（WWFJ）の南

西諸島自然保護特別事業「屋嘉比島の動物を中心と

した生態系調査」の一環として、慶良間諸島の北西

に位置する無人島「屋嘉比島」周辺海域のヤギ類相

を調査する機会を得たので報告する。 

●調査方法 

現地調査は 1995 年５月 26～29 日及び 1996 年 10

月 10～12 日に、屋嘉比島周辺の７ヶ所で合計 10 回

約９時間の SCUBA 潜水、及び西岸礁縁部で水面遊泳

及び素潜りによって行った（図 1）。 

SCUBA 潜水では各調査地点において等深線を横断

する方向に遊泳してできるだけ広い水深範囲を探索

し、水面遊泳及び素潜りでは礁原上及び礁縁に生息

する種の探索を行った。ヤギ類を発見したときには、

写真撮影を行うと共にヤギ類の生息状況、水深など

を記録し、群体の一部又は全部を採集して固定標本

とし、研究室において解剖学的手法により同定を行

った。なお、本報告にあたって用いたヤギ類の分類

体系は Bayer（1981）に基づいており、従来我が国で

用いられてきた分類体系（岡田他 1973、西村他 1992

など）とは若干異なる。 

 

●結果及び考察 

現地調査において採集されたヤギ類は 56 群体で、

７科 18 属 39 種にわたっている。表１に出現した種

と調査地点毎の出現状況を示す。各調査地点で観察

されたヤギ類の成育状況は以下の通りである。 

・St.１ 祖父頭ノ鼻 

なだらかな傾斜の礁斜面で、水深 20m 付近にリュ

ウキュウイソバナの群生が見られる。３属４種が出

現し、群体数は少なくて礁の間隙にわずかに見られ

るのみ。 

・St.２ 黒前ノ埼沖 

屋嘉比島と伊釈迦釈島、阿嘉島との水道部にあた

り、潮流が早い。急傾斜の礁斜面が水深 35m 付近で

終わった先は平坦な砂地に南北方向に細長いマウン
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図 1. 屋嘉比島の調査位置図 
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ド状の礁が連なっている。礁斜面の水深 30m 以深、

及びマウンド状の礁上には、大きなものでは直径１m

を超える大型のヒラヤギ類（ウチワヒラヤギ、

Subergorgia ornata、オウギヒラヤギ）をはじめと

する８属 11 種が出現し、多数のヤギ類が一面に繁茂

していて、今回の調査地点中最もヤギ類の多い地点

である。 

・St.３ 桟橋前 

起伏の大きい礁外縁からなだらかな礁斜面が続い

ている。4属 5 種が出現したが、量的には調査地点中

最もヤギ類の少ない地点である。 

・St.４ 通ノ鼻西 

起伏の大きい礁外縁から St.３よりは急な傾斜の

礁斜面が続いている。７属９種が出現したが、生息

密度は低い。 

・St.５ 篁ノ鼻南 

やや傾斜の急な礁斜面で、浅所は波浪が強いせい

かヤギ類は水深 20m 以深からのみ出現した。７属 11

種が出現したが、生息密度は低い。 

・St.６ 篁ノ鼻西 

水深 20m 付近までは起伏が大きく、ヤギ類は礁嶺

の側壁やオーバーハングの下面などに数多く生育し

ている。水深 20m 以深のやや急傾斜の斜面には大小

の礁があり、生息密度は高くないが、礁上にヤギ類

が散在している。９属 15 種が出現し、今回の調査地

点中では St.２（黒前ノ埼沖）に次いでヤギ類の量が

多い地点である。 

・St.７ 高内瀬南 

St.１と似たなだらかな礁斜面で、礁斜面の上部に

セキコクヤギが見られるが、群生してはいない。５

属５種が出現したが、生息密度は低い。 

・遊泳調査ライン（篁ノ鼻～通ノ鼻） 

屋嘉比島北西部の篁ノ鼻から南端の通ノ鼻まで礁

原及び礁縁に生息するヤギ類を探索したが、ヤギ類

の生息は認められなかった。 

以上の調査結果から屋嘉比島周辺のヤギ類層を概

観する。 

屋嘉比島の周囲を縁取る裾礁は、最も発達してい

る南東岸で幅およそ 300m、礁原は非常に平らで干潮

時には干出し、礁池は形成されない。そのため八重

山群島の礁池（湖）内で普通に見られるリュウキュ

ウイソバナやリュウキュウミゾヤギの群生、マキノ

ハヤギやムレヤギなどの種は屋嘉比島ではほとんど

見られない。 

島の北～西～南岸は外洋に面しており、礁外縁か

ら水深 20～30m 付近まで起伏に富んだ海底が続き、

その外側は大小の礁が点在する砂礫底のなだらかな

斜面になっている。ヤギ類は主として水深 20～30m

以浅の礁嶺壁面に生息しているものの、生息密度は

一般に低い。北西に突出した篁ノ鼻周辺は礁斜面が

急傾斜であるためか、St.５及び St.６ではそれぞれ

11 種及び 15 種と多種のヤギ類の生息が見られ、St.

６では生息密度も高い。 

一方東岸は伊釈迦釈島、阿嘉島との水道部にあた

り、急傾斜の礁斜面が水深 35m 付近で終わった先は

平坦な砂地に南北方向に細長いマウンド状の礁が連

なっている。この地形から南北方向の強い潮流が常

時流れていることがわかり、調査時にも強い潮流が

あった。水深が深いことと慶良間諸島の他の島々に

より波浪がさえぎられるために、潮通しが良くて波

浪の影響が少ないというヤギ類の生育に適した条件

が創出されている。そのためヒラヤギ属の巨大な群

体をはじめ多種多数のヤギ類が生息しており、St.２

で 11 種の生息が確認できた。水深が深いことと潮流

が早いことによって調査範囲が限定されていたこと

を考慮すると、調査を重ねればさらに多くの種が確

認できるものと思われる。 

なお、リュウキュウイソバナは岩瀬（1986, 1990）、

岩瀬他（1990）、西村他（1992）で筆者が Wrightella 

tongaensis と同定しているが、これは同定間違いで、

正しくはイソバナ属 Melithaea の一種である。 
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写真 1.  

Subergorgia 

verriculata  

ｵｳｷﾞﾋﾗﾔｷﾞ 

(St. 1) 

写真 2.  

Astrogorgia 

rubra 

(St. 2) 

写真 3.  

Echinogorgia 

asper 

(St. 2) 

写真 4.  

Menella 

spinifera 

ｽﾀﾞﾚｱｶﾔｷﾞ 

(St. 4) 

写真 5.  

Isis hippuris 

ｾｷｺｸﾔｷﾞ 

(St. 7) 
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表 1. 屋嘉比島周辺で採集されたヤギ類 


